
 
 

    

 

 

近
代
水
泳
と
梅
田 

～
杉
本
傅
氏
～ 

現
在
、
日
本
の
小
中
学
校
の
多
く
で
は
、
夏
の
体
育
に

は
プ
ー
ル
で
水
泳
を
行
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
殆
ど

で
す
が
、
こ
の
「
学
校
に
プ
ー
ル
」
と
い
う
も
の
を
日
本

で
初
め
て
導
入
し
、
ま
た
、
近
代
水
泳
を
確
立
し
た
の
は
、

当
宮
の
氏
子
で
あ
っ
た
杉
本 

傅(
す
ぎ
も
と 

つ
た
え)

氏
と
い
う
事
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

杉
本
家
は
、
現
在
の
堂
山
町
に
あ
る
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ

テ
ル
あ
た
り
に
お
家
が
あ
ら
れ
、
江
戸
中
期
の
古
い
地

図
等
に
も
杉
本
家
の
名
前
が
出
て
く
る
な
ど
、
梅
田
に

根
ざ
し
、
当
宮
と
も
関
係
の
深
い
お
家
柄
で
し
た
。 

杉
本
傳
氏
は
そ
の
杉
本
家
で
生
ま
れ
、
日
体
大
卒
業

後
、
母
校
で
あ
る
府
立
茨
木
高
校
の
教
員
と
な
り
、
ま
だ

世
界
で
も
萌
芽
期
で
あ
っ
た
近
代
水
泳
に
着
目
。
そ
の

指
導
の
為
、
大
正
五
年(

一
九
一
六)

に
大
正
天
皇
の
御
即
位

を
記
念
し
て
、
校
庭
に
南
北
三
十
メ
ー
ト
ル
・
東
西
十
八

メ
ー
ト
ル
の
水
泳
池
を
建
造
。
こ
れ
が
日
本
最
初
の
水

泳
授
業
の
為
の
プ
ー
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

更
に
「
競
泳
研
究
特
別
班
」
を
編
成
し
、
そ
れ
ま
で
古

式
泳
法
や
横
泳
ぎ
が
主
流
だ
っ
た
時
代
に
、
ク
ロ
ー
ル

泳
法
を
導
入
。
大
正
九
年(

一
九
二
〇)

に
開
か
れ
た
全
国
競

泳
大
会
に
、
指
導
す
る
茨
木
高
校
水
泳
部
が
出
場
し
、
高

校
生
な
が
ら
全
国
優
勝
。
そ
の
後
も
様
々
な
大
会
で
圧

倒
し
、
水
泳
指
導
者
と
し
て
杉
本
氏
の
名
声
は
高
ま
り
、

大
正
十
三
年(

一
九
二
四)

の
パ
リ
五
輪
で
は
水
泳
の
代
表

監
督
に
就
任
。
そ
こ
か
ら
昭
和
七
年(

一
九
三
二)

の
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
五
輪
ま
で
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
、
こ
の
ロ
ス

五
輪
の
時
に
は
、
百
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
で
金
銀
銅
を
日

本
が
独
占
す
る
と
い
う
快
挙
ま
で
成
し
遂
げ
、
ま
た
、
飛

び
込
み
や
水
球
な
ど
も
日
本
に
も
た
ら
す
な
ど
、「
水
泳

日
本
」
の
基
礎
を
作
っ
た
人
と
も
い
え
る
方
で
す
。 

戦
後
、
日
米
豪
水
泳
大
会
の
為
に
、
大
阪
プ
ー
ル
が
現

在
の
扇
町
公
園
に
建
設
さ
れ
、
こ
れ
は
当
時
、
世
界
で
も

最
大
級
の
プ
ー
ル
で
、
飛
び
込
み
台
や
、
背
泳
ぎ
用
の
持

ち
手
を
設
置
し
た
の
は
、
世
界
で
こ
こ
が
初
め
て
で
し

た
。
こ
の
建
造
に
も
杉
本
氏
の
意
向
が
大
き
く
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
お
り
、
大
阪
梅
田
は
日
本

の
近
代
水
泳
の
聖
地
と
も
い
え
る
場
所
で
し
た
。 

 

明
年
、
令
和
六
年(

二
〇
二
四)

の
夏
に
は
、
奇
し
く
も
再

び
パ
リ
五
輪
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
水
泳
日
本
の
応
援
が

こ
だ
ま
す
る
事
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
近
代
水
泳
を

日
本
に
も
た
ら
し
、
大
き
く
花
開
か
せ
た
の
に
は
、
梅
田

地
と
、
杉
本
傳
氏
が
大
き
く
寄
与
し
た
事
を
忘
れ
ず
に

い
た
い
も
の
で
す
。 

 

冷
霧
散
布
に
つ
い
て 

茶
屋
町
の
当
宮
御
旅
社
で
は
、
先
月
二
十
六
日
か
ら
、

鳥
居
に
冷
霧
散
布
器
を
設
置
し
、
ま
た
階
段
に
は
風
鈴
を

飾
り
、
炎
天
極
熱
の
暑
さ
の
中
、
せ
め
て
ご
参
拝
時
に
涼

を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
と
取
り
付
け
て
お
り
ま
す
。
設
置
は

八
月
い
っ
ぱ
い
の
予
定
で
す
。 

 

 

綱
敷
音
頭 

再
興
に
つ
い
て 

昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
、
堂
山
町
に

あ
ら
れ
た
コ
ー
ラ
ス
喫
茶
こ
だ
ま
の
音
楽
部
の
方
々
が

作
ら
れ
た
「
綱
敷
音
頭
」
と
い
う
音
頭
が
地
域
の
盆
踊
り

で
謡
い
踊
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
期
に
盆
踊
り

が
中
止
と
な
り
、
長
ら
く
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
近
年
、
こ
の
音
頭
の
楽
譜
が
発
見
さ
れ
た
事

か
ら
、
御
旅
社
の
鎮
座
す
る
地
域
で
あ
る
、
梅
田
東
地
域

の
女
性
会
や
、
コ
ー
ラ
ス
部
の
皆
さ
ん
の
尽
力
で
、
こ
の

八
月
四
日
～
五
日
、
両
日
と
も
十
八
時
か
ら
、
大
阪
市
北

区
茶
屋
町
二―

九
の
梅
田
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
行

わ
れ
る
盆
踊
り
大
会
で
再
興
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

ど
な
た
で
も
入
場
頂
け
る
盆
踊
り
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
半
世

紀
ぶ
り
に
再
興
な
る
綱
敷
音
頭
を
、
一
差
し
舞
い
踊
り
に

ご
来
場
に
な
ら
れ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

今 

月 
の 
暦 

【
御
旅
社
授
与
所(

茶
屋
町) 
御
朱
印
平
日
受
付
日
】 

八
月
十
五
日(

火) 

十
三
時
～
十
七
時
の
予
定 

                   

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
     

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
 
 
 

  
  

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 

 

喜 

多 

埜 
 

第
二
二
一
号 

 

 

綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

社
報
「
喜
多
埜
」
毎
月
一
日
発
行 

※ 

一
月
の
み
元
日
に
特
別
号
、 

十
五
日
に
一
月
号
を
発
行 

 

立
秋(

八
日)…

暦
の
上
で
は
秋
と
な
る
。
こ
の
日
か
ら
残
暑 

処
暑(

廿
三
日)…

暑
さ
の
峠
を
過
ぎ
る
頃
。
台
風
特
異
日 

  

お
盆(

十
三
日
～
十
六
日)…

先
祖
供
養
。
日
本
独
特
の
も
の 

旧
七
夕(

廿
二
日) 

…

本
来
の
七
夕
。
仙
台
七
夕
は
八
月
七
日 

  

八
月
四
日
、
十
日
、
廿
日
、
廿
六
日 

   

山
の
日(

十
一
日) 

   

広
島
原
爆
忌(

六
日)

、
長
崎
原
爆
忌(

九
日)

、
終
戦
の
日(

十
五
日) 

   

満
月(

二
日)

、
下
弦(

八
日)

、
朔
月(

十
六
日)

、
上
弦(

廿
四
日)

 

   

  

【
節
気
】 

      

【
雑
節
】 

    

【
大
安
】 

   

【
祝
日
】 

   

【
忌
日
】 

   

【
朔
望
】 

   

【
旬
】 

 

[

野 

菜] 

シ
シ
ト
ウ
、
ナ
ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
冬
瓜
、
南
瓜 

[

果 

物] 

ブ
ド
ウ
、
イ
チ
ジ
ク
、
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
な
ど 

[

魚
介
類] 

ハ
モ
、
ア
ユ
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
、
ア
ワ
ビ 

[

そ
の
他] 

青
葉
狩
り(

登
山)

、
海
水
浴
、
ひ
ま
わ
り
、
朝
顔
が
見
頃 

 


